
 
 

                                        

                                       

                                      

 

再
処
理
工
場
の
潜
在
的
危

険
性
を
四
つ
の
ケ
ー
ス
で

比
較 

  

高
木
氏
は
こ
の
報
告
書
を

解
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ

の
性
格
上
再
処
理
工
場
の
潜

在
的
危
険
性
に
つ
い
て
、
事

故
時
に
被
害
拡
大
阻
止
の
た

め
の
人
為
的
な
措
置
が
何
も

取
ら
れ
な
い
最
悪
の
場
合
を

想
定
し
、
そ
の
熱
的
課
程
を

試
算
的
に
検
討
し
結
果
を
得

よ
う
と
し
た
も
の
と
述
べ
た

た
上
で
論
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
-
-
-
-
-
-
-
-
--
-
-
-
-
-
-
-
 

 

報
告
書
は
ま
ず
、「
序
論
」

に
お
い
て
四
つ
の
ケ
ー
ス

を
想
定
し
て
検
討
し
て
い

ま
す
。 

〔
ケ
ー
ス
１
〕
再
処
理
工
場

の
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル 

               

に
は
満
タ
ン
の
水
が
あ
っ

た
が
冷
却
が
出
来
な
く
な

っ
た
場
合
、
〔ケ
ー
ス
２
〕
同

工
場
の
使
用
済
み
燃
料
プ

ー
ル
か
ら
水
漏
れ
が
起
こ

っ
た
場
合
、
〔ケ
ー
ス
３
〕
再

処
理
工
場
の
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
貯
槽
が
事
故
に
よ
っ

て
冷
却
出
来
な
く
な
っ
た

場
合
、
〔ケ
ー
ス
４
〕
原
発
で

格
納
容
器
破
損
事
故
が
起

き
た
場
合
。 

年
間
処
理
能
力
一
四
〇
〇

ト
ン
の
再
処
理
工
場 

 

当
時
西
ド
イ
ツ
が
計
画

し
て
い
た
再
処
理
工
場
は
、

軽
水
炉
核
燃
料
一
四
〇
〇

ト
ン
処
理
規
模
の
も
の
で

し
た
。 

＊
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は 

 

完
成
す
れ
ば
年
間
の
処
理 

規
模
は
八
〇
〇
ト
ン
で
す 

が
、
現
在
ま
で
に
ア
ク
テ 

ィ
ブ
試
験
で
約
四
二
五
ト 

ン
が
処
理
さ
れ
、
高
レ
ベ 

ル
廃
液
約
二
四
〇
立
方
㍍ 

が
溜
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま 

た
、
使
用
済
み
燃
料
プ
ー 

ル
に
は
三
〇
〇
〇
ト
ン
の 

貯
蔵
容
量
に
対
し
推
定
二 

八
二
七
ト
ン
（
九
四
・
二 

 

％
）
の
燃
料
が
保
存
さ
れ 

て
い
ま
す
。
（
一
二
月
四 

日
現
在
） 

 

西
ド
イ
ツ
と
日
本
の
再

処
理
工
場
の
施
設
や
貯
蔵

し
て
い
る
核
燃
料
の
量
に

よ
っ
て
異
な
る
わ
け
で
す

が
、
ほ
ぼ
満
載
に
入
っ
て
い
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一
九
七
七
年
一
月
、
西
ド
イ
ツ
内
務
省
が
ケ
ル
ン
の

Ｉ
Ｒ
Ｓ
（
原
子
炉
安
全
研
究
所
）
に
依
頼
し
て
行
っ
た

『
再
処
理
工
場
の
重
大
事
故
評
価
』
の
内
容
が
自
然
保

護
団
体
に
よ
っ
て
ス
ク
ー
プ
さ
れ
、
新
聞
で
報
道
さ
れ

ま
し
た
。「
万
が
一
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
冷
却
装

置
が
不
能
に
な
れ
ば
、
西
独
人
口
の
半
数
に
あ
た
る
三

千
万
人
が
重
篤
な
被
ば
く
で
死
亡
す
る
」
と
い
う
内
容

に
西
ド
イ
ツ
国
民
は
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

こ
の
論

文
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
『
毎
日
新
聞
』
が
一
九
七
七

年
一
月
一
五
日
に
報
道
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
岩
波
書
店
刊
の
『
科
学
』（
一
九
七
七
年
五
月

号
）
に
故
高
木
仁
三
郎
氏
が
、「
核
燃
再
処
理
工
場
の
大

事
故
評
価-

-
-

Ｉ
Ｒ
Ｓ
２
９
０
報
告
を
め
ぐ
っ
て
」
と
い

う
解
説
記
事
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
高
木
氏
の
解
説
か
ら

「
再
処
理
工
場
の
大
事
故
評
価
」
を
探
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 

 

（
高
木
氏
の
紹
介
記
事
全
文
は
「
岩
手
の
会
」
Ｈ
Ｐ 

 
 
 

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
） 

西
ド
イ
ツ
政
府
の 

 

「事
故
評
価
」の
記
事 

毎
日
新
聞 

（
一
九
七
七
・
一
・
一
五
） 



た
場
合
の
一
定
量
を
想
定

し
て
次
の
よ
う
な
事
象
を

考
察
し
て
い
ま
す
。 

○
使
用
済
み
燃
料
貯
蔵
プ

ー
ル
の
事
故
の
場
合 

 

〔ケ
ー
ス
１
〕 

 

第
一
段
階
で
は
通
常
四

〇
度
位
の
水
が
熱
せ
ら
れ

三
三
時
間
ほ
ど
で
百
度
に

達
す
る
。
そ
し
て
第
二
段
階

で
は
一
〇
日
ほ
ど
で
水
は

す
べ
て
蒸
発
す
る
。 

第
三

段
階
で
は
「
核
燃
料
棒
」
が

急
激
に
高
温
と
な
り
六
時

間
ほ
ど
で
一
七
〇
〇
度
に

達
し
、
燃
料
棒
の
破
損
が
始

ま
る
。
こ
の
段
階
で
希
ガ
ス

や
揮
発
性
の
放
射
性
物
質

の
放
出
が
顕
著
に
な
る
。
さ

ら
に
第
四
段
階
で
は
燃
料

棒
が
一
八
〇
〇
度
に
も
達

し
、
使
用
済
み
燃
料
の
溶
融

が
は
じ
ま
り
、
底
部
に
残
っ

て
い
る
水
中
に
落
下
し
急

激
な
蒸
発
が
起
こ
る
。
底
部

に
は
溶
融
物
が
溜
ま
り
、
放

射
性
物
質
の
大
量
放
出
が

起
こ
る
。 

〔
ケ
ー
ス
２
〕 

 

プ
ー
ル
水
の
漏
え
い
や

地
震
等
で
水
が
失
わ
れ
た

と
き
、
い
き
な
り
第
三
段
階

か
ら
始
ま
る
場
合
を
想
定

し
て
い
る
。 

○
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
貯

槽
の
事
故
の
場
合 

 

〔ケ
ー
ス
３
〕 

 

再
処
理
工
場
に
蓄
積
さ

れ
た
高
レ
ベ
ル
廃
液
は
、
生 

成
後
二
年
程
度
の
減
衰
期

間
を
経
て
い
る
の
で
、
半
減

期
五
〇
日
以
下
の
も
の
は

含
ま
れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
長

寿
命
か
つ
毒
性
の
高
い
放

射
性
物
質
で
あ
る
。
こ
の
危

険
な
放
射
性
廃
液
は
自
ら

発
熱
し
て
い
る
た
め
絶
え

ず
冷
却
し
な
け
れ
ば
沸
騰

し
て
し
ま
う
。 

電
源
喪
失

な
ど
何
ら
か
の
理
由
で
冷

却
系
が
働
か
な
く
な
る
と
、

沸
騰
・
漏
え
い
に
よ
る
苛
酷

事
故
に
陥
る
。 

 

第
一
段
階
は
、
二
時
間
半

ほ
ど
で
廃
液
は
六
〇
度
位

か
ら
百
度
に
加
熱
さ
れ
、
内

部
の
水
分
が
蒸
発
し
は
じ

め
る
。
第
二
段
階
は
、
約
三

五
時
間
で
完
全
に
水
分
は

蒸
発
し
、
第
三
段
階
は
、
槽

底
に
約
六
二
セ
ン
チ
の
厚

さ
で
塩
分
と
放
射
性
物
質

が
残
る
。
こ
の
固
形
物
は
放

射
性
物
質
の
崩
壊
熱
で
事

故
発
生
か
ら
四
〇
時
間
あ

ま
り
で
融
点
一
〇
〇
〇
度

に
達
し
て
溶
け
始
め
、
核
分

裂
生
成
物
の
大
半
が
環
境

に
放
出
さ
れ
る
。 

 

報
告
で
は
こ
の
一
連
の

過
程
で
ど
の
よ
う
な
放
射

性
物
質
が
環
境
に
出
て
ゆ

く
の
か
を
分
析
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
核
種
が
複
雑
な

混
合
物
と
な
り
大
量
に
出 

て
来
ま
す
。 

               

広
範
囲
に
想
像
を
絶
す
る

過
酷
な
被
害 

 

右
図
は
、
報
告
書
の
「
結

果
と
ま
と
め
」
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
グ
ラ
フ
で
す
。

大
事
故
発
生
時
に
住
民
が

ど
の
位
の
放
射
能
を
浴
び

て
ど
の
位
の
被
害
を
受
け 

る
か
を
、
放
出
点
か
ら
の
距

離
と
全
身
被
ば
く
線
量
で

推
定
し
て
い
ま
す
。 

 

事
故
時
の
風
速
が
秒
速

１
㍍
の
場
合
と
し
て
い
ま

す
が
想
像
を
絶
す
る
広
範

囲
に
過
酷
な
被
害
を
与
え

ま
す
。
人
間
は
、
「
七
百
レ

ム
」
（
七
シ
ー
ベ
ル
ト
）
の

放
射
線
を
全
身
に
浴
び
る

と
死
に
至
る
と
さ
れ
ま
す

が
、
何
と
百
㌔
離
れ
て
も

「
一
千
レ
ム
以
上
」
、
致
死

量
を
は
る
か
に
超
え
る
値

で
す
。
当
時
の
人
口
分
布
に 

               

照
ら
す
と
、
西
ド
イ
ツ
の
国

民
の
半
数
が
犠
牲
と
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

高
木
仁
三
郎
氏
の
「
六
ヶ

所
工
場
事
故
評
価
」 

 

 

高
木
氏
は
著
書[

核
燃
料

サ
イ
ク
ル
批
判]

の
中
で
西

独
の
報
告
を
紹
介
し
、
六
ヶ 

               

                

所
で
起
き
た
場
合
の
、
よ
り

現
実
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
試
み
て
い
ま
す
。 

再
処
理
路
線
を
放
棄
し
た 

ド
イ
ツ
国
民 

 

こ
の
報
告
は
、
西
ド
イ
ツ 

国
民
の
多
く
が[

再
処
理
工 

               

                

場
」
の
持
つ
潜
在
的
危
険
性 

を
認
識
し
、
そ
の
後
の
国
の

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
推
進
路

線
を
転
換
さ
せ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。 

            

１９７７～８１年西ドイツ脱原発運動年表 
 

1977.1 政府の評価報告書「再処理工場事故で 

    国民の半数死亡」スクープ記事報道 

1977.1  カルガ－(高速増殖炉予定地）・ゴアレ 

～79.3 ーベン（再処理工場予定地）などで５       

     ～１０万人のデモと集会続く。 

1979.3 米、スリーマイル島原発炉心溶融事 

    故報道。ゴアレーベンで１０万人規模 

    の集会。 

1979.5  ゴアレーベン再処理工場建設申請、州 

    政府却下。西独政府、核燃政策断念の 

    方向へ。 .10  ボンで１５万人集会 

1980.4 仏、ラ・アーグ再処理工場で電源喪 

    失事故 

1980.5  ゴアレーベンで計画地を市民が占拠 

1981.10  ボンで反原発３０万人集会 

 ＊「原子力市民年鑑年表」「毎日新聞記事」 

   から作成 

 

〔
ス
ト
ッ
プ
再
処
理
短
信
〕 

◆
日
本
政
府
経
済
産
業
省
原

子
力
安
全
・
保
安
院
は
一
二
月

一
〇
日
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

ガ
ラ
ス
固
化
体
製
造
試
験
に
つ
い

て
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
未
使
用
の
Ｂ

炉
か
ら
の
再
開
を
認
め
る
方
針

を
決
定
し
た
。 

◆
日
本
の
原
子
力
安
全
委
員
会

は
一
二
月
九
日
、
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
と
廃
棄
物
貯
蔵
管
理

施
設
の
耐
震
性
確
保
に
つ
い
て
、

地
下
活
断
層
の
存
在
か
ら
危
険

で
あ
る
と
す
る
変
動
地
形
学
の

新
知
見
を
退
け
、
安
全
で
あ
る 

と
す
る
判
断
を
下
し
た
。 

高レベル廃液 100 ㎥タンクから内蔵放

射能の１％が外部に漏れた場合『核燃

料サイクル施設批判』1991 年２２９頁） 

  再処理工場の 

大事故時の住民推定被曝線量 

放出点からの距離（ｋｍ） 

→
Ｂ
：
使
用
済
み
燃
料

 

プ
ー
ル
事
故
の
場
合 

 

Ａ
：
高
レ
ベ
ル
廃
液 

 

貯
槽
事
故
の
場
合 

← 

全
身
被
曝
線
量(

レ
ム
）
（
五
〇
年
間
蓄
積
線
量)

 


